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当資料における略語・記号一覧 ····································································（１３８）
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  ２）バイワイヤシステム別搭載率 ２０１０～２０１５年，２０１６～２０２５年予測

   バイワイヤシステム・用途別搭載率

   ※ＥＰＴ車（ＨＥＶ・ＰＨＥＶ・ＥＶ）を母数とする搭載率

単位：％

2010 2011 2012 2013 2014 2015

世界 33.0 36.0 38.0 42.7 43.5 44.5

日本 84.3 90.3 94.2 93.9 92.8 92.3

世界 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1

日本 0.3 0.3 0.4 0.3 0.5 0.6

世界 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

日本 0.2 0.3 0.2 0.2 0.2 0.3

世界 79.8 66.3 70.7 73.5 74.0 74.1

日本 83.8 70.7 82.1 87.5 88.3 88.0

世界 3.1 2.9 2.8 3.2 3.5 4.1

日本 4.6 4.6 4.7 5.4 6.0 6.8
ＥＰＢその他

バイワイヤシステム・用途

回生協調

ブレーキ※

電子ブレーキ

ブレーキ

ｽﾛｯﾄﾙ 電子スロットル

ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ
ＶＧＲＳ

電子ハンドル

単位：％

2016

見込み

2017

予測
…

2020

予測
…

2025

予測

世界 45.8 47.5 49.3 54.7

日本 92.2 90.8 89.3 85.7

世界 0.1 0.2 0.2 0.3

日本 0.7 0.9 2.0 2.0

世界 0.0 0.0 0.1 0.4

日本 0.3 0.3 0.7 1.4

世界 74.4 76.0 78.0 78.5

日本 88.4 88.5 88.5 89.2

世界 4.5 5.6 6.8 13.3

日本 7.3 8.3 9.3 15.7
ＥＰＢその他

バイワイヤシステム・用途

回生協調

ブレーキ※

電子ブレーキ

ブレーキ

ｽﾛｯﾄﾙ 電子スロットル

ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ
ＶＧＲＳ

電子ハンドル

１．バイワイヤ化はまず明確な目的と機能そしてコストダウンに貢献できるスロットル（Ｔ

ＢＷ）から普及

１．ブレーキにおいても高性能化・高機能化の流れの中で、バイワイヤ化（ＢＢＷ）が一

部車種で採用、今後は環境対応から採用増の可能性有り

１．ステアリングはブレーキよりも技術的進化が遅いことからバイワイヤ化（ＳＢＷ）は

遅れているが、高度のＳＢＷが実現すれば車両全体に与える影響度合いはもっとも大

【Ⅰ．自動車におけるバイワイヤ実用化概要】



18

単位：百万円，％

97,000 108,000 124,000 140,000 147,000 152,000

― 111.3 114.8 112.9 105.0 103.4

34,000 32,000 40,000 38,000 37,000 34,000

― 94.1 125.0 95.0 97.4 91.9
日本

世界

２０１３ ２０１４ ２０１５年 ２０１０ ２０１１ ２０１２

162,000 175,000 180,000 205,000

100.0 108.0 111.1 126.5

33,000 32,000 31,000 27,000

100.0 97.0 93.9 81.8

２０２５
予測

年
２０１６
見込み

２０１７
予測

…

日本

世界

２０２０
予測

…

４．スロットルバイワイヤ市場規模と搭載率の動向（世界／日本）

２０１０～２０１５年，２０１６～２０２５年予測

  ■金額市場（部品ベース：アクセルペダルセンサ，電子スロットル）

上段 実数   下段 ２０１５年までは対前年比、予測については２０１６年を１００.０％

とする比率

    スロットルバイワイヤはバイワイヤの中でも最も早くから実用化しており、国内では１９９

５年にホンダがＮＳＸで採用以降２０００年代に入り、トヨタ，日産，三菱，ホンダなどが積

極的に採用を拡大し、現在では高級車から小型車・軽自動車まで幅広く大半のガソリン車に搭

載されており、２０１６年の市場は日本では７１０万台（３３０億円）、世界では３,２５０万

台が見込まれる。

    今後、日本ではスロットルバイワイヤは採用拡大の余地は小さいため、ガソリンエンジン車

生産台数の推移を受けて市場は動くこととなり、乗用車では、ガソリンエンジンからディーゼ

ルエンジンへのシフトが進みつつあること、そしてガソリンエンジンにおいてはノンスロット

ル化が進み、市場的にはマイナス要因として働いていくものと考えられる。

    一方海外については、北米や欧州では日本同様、スロットルバイワイヤは既に定着し、中国

など新興国においてはスロットルバイワイヤの搭載は進みつつり、総じて日本国内ではスロッ

トルバイワイヤの市場は既に頭打ちだが、世界でみるとまだ伸びる余地は大きいものと考えら

れる。

【Ⅱ．スロットルバイワイヤ（ＴＢＷ）市場分析】
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単位：千台，％

19,200 21,600 24,000 28,000 29,500 30,500

― 112.5 111.1 116.7 105.4 103.4

58,200 60,000 63,100 65,500 67,800 68,600

― 103.1 105.2 103.8 103.5 101.2

33.0 36.0 38.0 42.7 43.5 44.5搭載率

年 ２０１０ ２０１１ ２０１２ ２０１３ ２０１４ ２０１５

搭載車
台数

乗用車
全生産台数

32,500 34,000 36,000 41,000

100.0 104.6 110.8 126.2

70,900 71,600 73,000 75,000

100.0 101.0 103.0 105.8

45.8 47.5 49.3 54.7

２０２０
予測

…
２０２５

予測

搭載車
台数

乗用車
全生産台数

搭載率

年
２０１６
見込み

２０１７
予測

…

単位：千台，％

7,000 6,500 8,100 7,700 7,700 7,200

― 92.9 124.6 95.1 100.0 93.5

8,300 7,200 8,600 8,200 8,300 7,800

― 86.7 119.4 95.3 101.2 94.0

84.3 90.3 94.2 93.9 92.8 92.3

２０１３ ２０１４ ２０１５

搭載車
台数

乗用車
全生産台数

搭載率

年 ２０１０ ２０１１ ２０１２

7,100 6,900 6,700 6,000

100.0 97.2 94.4 84.5

7,700 7,600 7,500 7,000

100.0 98.7 97.4 90.9

92.2 90.8 89.3 85.7搭載率

年
２０１６
見込み

２０１７
予測

…
２０２０

予測
…

２０２５
予測

搭載車
台数

乗用車
全生産台数

  ■世界

  ■日本

   上段 実数   下段 ２０１５年までは対前年比、予測については２０１６年を１００.０％

とする比率

【Ⅱ．スロットルバイワイヤ（ＴＢＷ）市場分析】
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６．部品メーカー別ＥＨＢシステム構成方式

ＥＨＢシステム構成方式

構成方式

バイワイヤ
専用部品によるシステム化

汎用部品（ＥＳＣ）ベースに専用部品を組み合わせてシステム化

セミバイワイヤ
汎用部品（ＥＳＣ・バキュームブースタ）ベースに最小限の部品追加・アド

オンによるシステム化

部品メーカー別システム

方式 構成要素 部品メーカー システム名称 対象車両

電動油圧サーボ

方式

専用部品 アドヴィックス ＴＨＳⅡ用ＡＨＢ－Ｒ ＥＰＴ

汎用部品

  +
専用部品

日立ＡＭＳ ｅ－ＡＣＴ回生協調ブレーキ ＥＰＴ

日信工業 電動サーボブレーキ ＥＰＴ

ボッシュ ＨＡＳ ｈｅｖ ＥＰＴ

ＴＲＷ ＩＢＣ，ＳＣＢ ＥＰＴ，ｌＣＶ

コンチネンタル ＭＫ Ｃｌ ＥＰＴ

バキューム

方式

汎用部品ベース

のアドオン
ボッシュ ＥＳＰ ｈｅｖ ＥＰＴ

その他 ソフトウェア対応 アドヴィックス ＥＳＣ回生協調ブレーキ ＥＰＴ

   回生協調ブレーキをシステム化する手法としては、電動油圧サーボを用いる手法と従来からの

ブレーキシステムにも用いられているバキュームブースタを用いる手法の２つに大別される。電

動油圧サーボタイプは完全なバイワイヤ、バキュームブースタタイプは一部、バイワイヤの手法

を取り入れたセミバイワイヤとなる。システムによってはＨＥＶなどＥＰＴ車の他、ガソリン車、

ディーゼル車まで対応するものもある。

   ＥＨＢのシステム構成方法としては専用部品によるシステム化、汎用部品と専用部品によるシ

ステム化、汎用部品・システムに部品を追加してシステム化するものがあり、当初はプリウスな

ど専用部品によるシステム化で始まった。トヨタのＴＨＳⅡは今も専用部品でＥＨＢを開発して

いるが、他のカーメーカーは汎用部品を用いてＥＨＢを開発している。

【Ⅲ．ブレーキバイワイヤ（ＢＢＷ）市場分析】
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７．ブレーキバイワイヤ担当部品メーカーとカーメーカーの納入マップ

  納入マップ

部品メーカー 用途 カーメーカー

日系 アドヴィックス，デンソー，

トヨタ内製

回生協調ブレーキ/

電子ブレーキ
トヨタ

アドヴィックス
回生協調ブレーキ

(セミバイワイヤ)
日産

日立オートモティブシステムズ 回生協調ブレーキ 日産

日信工業 回生協調ブレーキ ホンダ

欧米
ボッシュ

回生協調ブレーキ

(セミバイワイヤ)
メルセデス,ＶＷ,ポルシェ

コンチネンタル 回生協調ブレーキ
フォード，ＢＭＷ，アルフ

ァロメオ

ＺＦ ＴＲＷ 回生協調ブレーキ ＧＭ

    トヨタの回生協調・電子ブレーキ向けとしてはデンソー，アドヴィックス，トヨタ内製があ

る。デンソーやアドヴィックスは油圧ポンプの技術力が高く高性能のギヤポンプを製造してお

り、ブレーキアクチュエータの中で核となる油圧ポンプやソレノイドバルブの技術力では業界

をリードしている。またブレーキアクチュエータやＥＣＵの中にはトヨタ内製品がある。

    日立オートモティブシステムズは電動ブースタｅ－ＡＣＴを開発、フーガハイブリッドやリ

ーフにも供給、日信工業は電動サーボブレーキをアコード，フィットなど向けに供給している。

日立オートモティブシステムズのｅ－ＡＣＴも日信工業の電動サーボブレーキもＮＴＮ製の

ボールネジを使用しており、技術的には共通するものがある。

    上記日系部品メーカーの他、海外部品メーカーとしてはボッシュ，コンチネンタル，ＴＲＷ

がブレーキシステムの電動化ではよく知られている。コンチネンタルはＲＢＳシステム、ＴＲ

ＷはＥＳＣ－Ｒなどのシステムを展開、海外カーメーカー（メルセデス，ＶＷ，フォードなど）

の間で実績をあげているが、技術的にはバイワイヤ的な要素を取り入れたシステムが多い。

    海外カーメーカーのＥＰＴ車は回生協調ブレーキにおいてペダルストロークの前半と後半

を使い分けるなどセミバイワイヤ的システムが中心となり、完全にバイワイヤ化しているとは

言い難い。ブレーキバイワイヤでは世界的にみても今も日本のカーメーカーと部品メーカーが

主要なプレイヤーとなる。

【Ⅲ．ブレーキバイワイヤ（ＢＢＷ）市場分析】
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単位：千台，％

670 590 1,110 1,330 1,650 2,180

― 88.1 188.1 119.8 124.1 132.1

840 890 1,570 1,810 2,230 2,940

― 106.0 176.4 115.3 123.2 131.8

79.8 66.3 70.7 73.5 74.0 74.1

2,560 3,080 4,600 6,200

100.0 120.3 179.7 242.2

3,440 4,050 5,900 7,900

100.0 117.7 171.5 229.7

74.4 76.0 78.0 78.5

…
２０２５

予測

搭載車
台数

ＥＰＴ車
全生産台数

搭載率

年
２０１６
見込み

２０１７
予測

…
２０２０
予測

搭載率

年 ２０１０ ２０１１ ２０１２ ２０１３ ２０１４ ２０１５

搭載車
台数

ＥＰＴ車
全生産台数

670 590 1,100 1,300 1,430 1,760

― 88.1 186.4 118.2 110.0 123.1

800 835 1,340 1,485 1,620 2,000

― 104.4 160.5 110.8 109.1 123.5

83.8 70.7 82.1 87.5 88.3 88.0

1,900 2,300 2,920 3,300

100.0 121.1 153.7 173.7

2,150 2,600 3,300 3,700

100.0 120.9 153.5 172.1

88.4 88.5 88.5 89.2

…
２０２５

予測

搭載車
台数

ＥＰＴ車
全生産台数

搭載率

年
２０１６
見込み

２０１７
予測

…
２０２０

予測

搭載率

年 ２０１０ ２０１１ ２０１２ ２０１３ ２０１４ ２０１５

搭載車
台数

ＥＰＴ車
全生産台数

  １）ＥＰＴ車（電動車両：ＨＥＶ・ＰＨＥＶ・ＥＶ）用回生協調ブレーキ

２０１０～２０１５年，２０１６～２０２５年予測

■世界

■日本

上段 実数   下段 ２０１５年までは対前年比、予測については２０１６年を１００.０％

とする比率

【Ⅲ．ブレーキバイワイヤ（ＢＢＷ）市場分析】
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単位：千システム，％

50 50 50 55 55 60

― 100.0 100.0 110.0 100.0 109.1

― ― ― ― 10 20

― ― ― ― ― 200.0

50 50 50 55 65 80

― 100.0 100.0 110.0 118.2 123.1

65 70 80 100

100.0 107.7 123.1 153.8

25 40 60 100

100.0 160.0 240.0 400.0

90 110 140 200

100.0 122.2 155.6 222.2

計

２０１３ ２０１４

Ⅱ
Ⅲ

電子ハンドル

２０１５

ＶＧＲＳ

　　　　　　　　　年
ＢＷタイプ

２０１０ ２０１１ ２０１２

Ⅰ

計

２０２５
予測

Ⅰ ＶＧＲＳ

Ⅱ
Ⅲ

電子ハンドル

　　　　　　　　　年
ＢＷタイプ

２０１６
見込み

２０１７
予測

……
２０２０

予測
……

27 24 25 28 28 30

― 88.9 104.2 112.0 100.0 107.1

― ― ― ― 10 20

― ― ― ― ― 200.0

27 24 25 28 38 50

― 88.9 104.2 112.0 135.7 131.6

33 36 40 60

100.0 109.1 121.2 181.8

20 30 50 80

100.0 150.0 250.0 400.0

53 66 90 140

100.0 124.5 169.8 264.2

上段 実数　　下段 ２０１５年までは対前年比，予測については２０１６年を１００.０％とする比率

計

２０１３ ２０１４

Ⅱ
Ⅲ

電子ハンドル

２０１５

ＶＧＲＳ

　　　　　　　　　年
ＢＷタイプ

２０１０ ２０１１ ２０１２

Ⅰ

計

２０２５
予測

Ⅰ ＶＧＲＳ

Ⅱ
Ⅲ

電子ハンドル

　　　　　　　　　年
ＢＷタイプ

２０１６
見込み

２０１７
予測

……
２０２０

予測
……

  ２）タイプ（ＶＧＲＳ／電子ハンドル）別 ２０１０～２０１５年，２０１６～２０２５年予測

■世界

  ■日本

【Ⅳ．ステアバイワイヤ（ＳＢＷ）市場分析】
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２．自動運転システムの実用化に向けたロードマップ

  ■自動化レベル別ロードマップ

自動化レベル               東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ

2015       2020       2025       2030      2035 年

部分

自動運転 ○低

○中

○高

完全自動運転

  ■部分自動運転の自動化レベル別機能

自動化

ﾚﾍﾞﾙ

自動運転

適用範囲

ﾊﾝﾄﾞﾙ･ﾌﾞﾚｰｷ

ｱｸｾﾙ操作
運転監視

緊急時

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ
実用化状況

○低 条件付き※ システム ドライバー ドライバー 実用化

○中 条件付き※ システム システム ドライバー 未実用化

○高 条件付き※ システム システム システム 未実用化

  ※高速道路、自動車専用道路、特定ルート／一般道

市場立ち上げ(2016)

日産ﾌﾟﾛﾊﾟｲﾛｯﾄ

市場普及拡大 標準的装備として定着

自動化ﾚﾍﾞﾙ○中へｼﾌﾄ

市場立ち上げ 市場普及拡大

完全自動運転へｼﾌﾄ

市場立ち上げ(2020)

ﾄﾖﾀ･ﾎﾝﾀﾞ参入

市場普及拡大 標準的装備として定着

自動化ﾚﾍﾞﾙ○高へｼﾌﾄ

東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸで

実験的にｽﾀｰﾄ

市場立ち上げ

【特集：自動運転システムの市場予測】
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３．乗用車／自動運転システムの自動化レベル別市場規模(2015･2016･2020･2025･2030 年)

  ■自動化レベル別台数

  ■自動化レベル別搭載率（シェア）

  ※ 自動ブレーキ搭載車

  ■自動運転システム別想定単価（リテールベース）

単位：千台

2015
2016

見込み
…

2020

予測
…

2025

予測
…

2030

予測

0 自動化なし 5,800 5,550 3,200 2,500 1,960

1 ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰｱｼｽﾄ※ 2,000 2,600 4,000 3,700 3,600

2 部分自動運転 50 800 1,800 2,400

3 完全自動運転 わずか わずか 40

7,800 8,200 8,000 8,000 8,000

自動化レベル

全体

単位：％

2015
2016

見込み
…

2020

予測
…

2025

予測
…

2030

予測

0 自動化なし 74.4 67.7 45.0 31.2 24.5

1 ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰｱｼｽﾄ※1 25.6 31.7 50.0 46.3 45.0

2 部分自動運転※２ 0.6 5.0 22.5 30.0

3 完全自動運転※２ △ △ 0.5

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

自動化レベル

全体

単位：千円

2015
2016

見込み
…

2020

予測
…

2025

予測
…

2030

予測

平均 100 200 200 150

下～上 100 100～400 100～300 80～200

平均 1,100

下～上
1,000～

1,200

部分

自動運転

完全

自動運転

【特集：自動運転システムの市場予測】
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